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各委員による決算審査各委員による決算審査

治
体
に
増
加
し
た
。
掲
載
返
礼
品
も
、

３
万
点
か
ら
現
在
は
50
万
点
を
超
え
る

な
ど
、
自
治
体
間
の
競
争
が
激
化
し
た

こ
と
に
よ
り
、
大
き
く
減
少
し
た
と
考

え
て
い
る
。（
写
真 

A
）

空
き
家
問
題
解
決
に

向
け
て

空
き
家
等
対
策
連
絡
協
議
会
事
業

31
万
円

問
空
き
家
対
策
連
絡
協
議
会
で
、

最
も
多
か
っ
た
相
談
内
容
と

市
の
対
応
を
伺
う
。

答
市
役
所
で
空
き
家
総
合
相
談

会
、
吉
田
い
ち
び
通
り
の
商
店

街
周
辺
で
空
き
家
展
示
相
談
会
を
実

施
し
て
い
る
。
相
談
内
容
は
主
に
売

却
と
相
続
登
記
が
多
く
、
空
き
家
バ

ン
ク
や
補
助
金
紹
介
も
行
っ
て
い
る
。

決算決算
審査審査

さらに深めるさらに深める
各各委員による委員による

各決算について、質疑を通し
て細かく審査が行われました。
果たして、令和 5 年度予算は
市民の皆さんのためにどのよ
うに使われたのか？
審査の様子は、インターネッ
トでも配信しています。
ぜひご覧ください。

市
税
収
入
が
増
加
し
た

要
因
は
何
か

市
税

１
１
２
億
３
１
０
万
円

問
前
年
度
比
２
・
６
％
、
２
億
８

０
８
４
万
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
が
、
要
因
は
何
か
伺
う
。

答
個
人
住
民
税
と
固
定
資
産
税
で

93
％
を
占
め
て
い
る
。
個
人
住

民
税
は
、
給
与
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に

よ
る
給
与
所
得
者
を
中
心
と
し
た
、

農
業
所
得
者
な
ど
幅
広
い
層
の
所
得

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
、
競
争

激
化
に
よ
り
減

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
燕
応
援
寄
附
金

10
億
１
５
１
１
万
円

問
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
ふ
る
さ
と
燕
応
援
寄
附

金
で
２
億
３
９
４
４
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
分
析
に
つ

い
て
伺
う
。

答
仲
介
サ
イ
ト
で
あ
る
「
ふ
る
な

び
」
の
シ
ェ
ア
が
減
少
し
、
寄

附
額
が
減
少
し
た
。
平
成
30
年
度
の
１

８
０
自
治
体
か
ら
現
在
は
１
３
８
０
自

問
10
名
分
の
予
算
を
見
込
ん
で
い

た
と
こ
ろ
実
績
が
２
名
と
執
行

率
が
低
く
な
っ
た
が
、
周
知
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

答
広
報
つ
ば
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
以
外
に
、
庁
舎
内
と
県
内
の

保
育
士
養
成
校
13
校
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

チ
ラ
シ
配
布
し
、
追
加
募
集
の
際
に
は

養
成
校
に
直
接
訪
問
も
実
施
し
て
周
知

し
た
。
今
後
も
必
要
と
す
る
学
生
に
対

し
、本
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

決
算
額
が
大
幅
に
減
っ

て
い
る
要
因
は

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
派
遣
事
業

１
２
７
万
円

問
当
初
予
算
で
は
、
２
５
２
万
円

だ
っ
た
が
、
決
算
額
が
１
２
７
万

円
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
要
因
は
何
か
伺
う
。

答
定
期
的
に
勤
務
で
き
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
相
談
業
務
が
あ
っ
た
際
に

お
願
い
す
る
形
と
な
り
、
執
行
状
況
が
低

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。（
イ
ラ
ス
ト 

B
）

生
活
・
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
す創る

より
深く

議員の注目点Part.1 ▶ 令和５年度 市のお金の使い方

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を　
　

１
台
増
車

特
別
支
援
学
校
就
学
援
助
事
業

１
１
４
５
万
円

問
月
ヶ
岡
特
別
支
援
学
校
へ
通
う

児
童
生
徒
が
利
用
す
る
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
１
台
増
や
し
た
こ
と
に
つ
い

て
伺
う
。

答
燕
市
か
ら
月
ヶ
岡
特
別
支
援
学

校
へ
通
う
児
童
生
徒
の
数
が
増

え
た
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
１
台
増

や
し
た
。
生
徒
が
増
え
た
要
因
は
分
か

ら
な
い
が
、
生
徒
一
人
一
人
の
特
性
と

教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
増
や
す
選
択
に
至
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

小
中
学
生
の
悩
み
の

傾
向
は

学
校
不
適
応
・
ひ
き
こ
も
り
相
談
事
業

５
９
４
万
円

問
令
和
５
年
度
は
、
相
談
件
数
４

１
３
件
だ
が
、
相
談
件
数
の
傾

向
や
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
の
相
談
件
数
は
４

３
５
件
で
、
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。
相
談
内
容
は
、
不
登
校
に
関
す

る
も
の
が
最
多
で
、
相
談
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
度
は
中
学
生
、
令

和
５
年
度
は
小
学
生
に
関
す
る
も
の
が

半
数
以
上
を
占
め
た
。
改
善
傾
向
に
あ

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、長
い
目
で
見
守
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
気
持
ち

に
寄
り
添
え
た
か

心
の
教
室
相
談
員
派
遣
事
業

　
92
万
円

問
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
相
談
す
る
前
の
段
階
で
の
ケ

ア
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答
悩
み
の
あ
る
子
供
た
ち
は
様
々

な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
お
り
、
学

校
で
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
よ
り

よ
い
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
、
相
談
員
等

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

保
育
士
不
足
の
解
消

に
向
け
て

保
育
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業

１
２
０
万
円

子
育
て
・
教
育

学
ぶ育

てる

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
さ
ら

な
る
拡
充
は

男
女
の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

１
３
８
万
円

問
参
加
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

応
募
人
数
は
さ
ら
に
多
い
の
か

伺
う
。
ま
た
、
多
い
よ
う
な
ら
回
数
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
が
い
か
が
か
。

答
応
募
人
数
は
多
い
が
、
実
行
委

員
会
が
手
作
り
的
に
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
、
運
営
を
し
て
い
る
た
め
、
現

状
は
２
回
の
開
催
と
考
え
て
い
る
。
応

募
人
数
が
さ
ら
に
増
加
す
る
よ
う
な
ら

回
数
の
増
加
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

委
託
先
の
決
定
方
法

は
適
正
か

公
共
交
通
運
行
事
業

６
６
２
１
万
円

問
ス
ワ
ロ
ー
号
増
便
に
お
け
る
委

託
先
は
ど
の
よ
う
に
選
定
し
た

の
か
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増
便
に

当
た
っ
て
の
事
業
者
の
選
定
方

法
に
つ
い
て
は
、
金
額
だ
け
で
な
く
安

全
面
や
サ
ー
ビ
ス
面
、
ま
た
運
転
士
の

確
保
と
い
う
観
点
も
重
要
で
あ
り
、
今

回
は
増
便
分
に
つ
い
て
の
み
の
選
定
の

た
め
、
入
札
は
行
わ
ず
、
従
来
の
事
業

者
に
増
便
を
お
願
い
し
た
。

A旧浄水場配水塔をはじめとした市内文化財
の保護を推進するため、クラウドファンディ
ング型ふるさと納税で寄附を募っている

クラウドファン
ディング型ふる
さと納税とは

映像配信は
こちらから

B子供や家庭が抱える
困りごとを家庭、学
校、関係機関の「つ
なぎ役」として支援
するスクールソー
シャルワーカーは、
重要な福祉の専門家
である
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職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
は

人
事
厚
生
研
修
費

　
８
５
５
２
万
円 

問
療
養
休
暇
・
休
職
者
は
、
正
規

職
員
の
４
・
５
％
に
当
た
り
、

20
人
に
１
人
の
割
合
と
な
る
。
現
状
と

対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
も
対
象
と

し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
56
人

が
受
け
た
。
心
の
病
気
に
つ
い
て
は
19

人
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

不
調
者
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
復

帰
支
援
、
再
発
防
止
の
観
点
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

児
童
を
守
る
体
制
を

整
備

要
保
護
児
童
対
策
事
業

１
２
４
６
万
円 

問
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
の

件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
要

因
に
つ
い
て
伺
う
。

答
親
の
不
注
意
で
、
子
供
に
軽
微

な
け
が
を
複
数
回
さ
せ
て
い
た

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
が
件
数
増
加

の
要
因
と
な
っ
た
。
燕
市
で
は
、
こ
う

し
た
ケ
ー
ス
を
保
育
園
や
学
校
が
見
逃

さ
ず
に
通
告
す
る
体
制
が
整
っ
て
お

り
、
深
刻
な
児
童
虐
待
の
発
生
は
な

か
っ
た
。利

用
者
の
増
加
に
対

応
で
き
て
い
る
の
か

障
が
い
児
通
所
支
援
費
支
給
事
業

2
億
５
１
１
９
万
円 

問
前
年
比
で
３
８
１
２
万
円
の
増

だ
が
、
実
績
と
し
て
受
入
れ
先

が
足
り
て
い
た
の
か
伺
う
。

答
市
内
に
あ
る
事
業
所
数
は
、
児

童
発
達
支
援
事
業
所
が
５
事
業

所
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
７
事
業
所
あ
る
。
い
ず
れ
も
空
き

が
少
な
く
、
新
た
に
利
用
さ
れ
る
児
童

は
、
利
用
す
る
曜
日
や
、
回
数
等
を
調

整
し
な
が
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

健
康
・
福
祉

高
め
る守

る

産
業
・
観
光

働
く魅

せる

新
し
い
産
業
や
技
術
の

発
展
を
支
援

次
世
代
産
業
育
成
支
援
事
業

　
　
　
28
万
円

問
こ
れ
ま
で
医
療
機
器
の
試
作
品

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
製
品
が

あ
る
の
か
伺
う
。

答
燕
市
医
療
機
器
研
究
会
で
は
、

令
和
５
年
度
末
現
在
で
累
計
49

案
件
、
約
80
点
の
試
作
研
究
開
発
し
、

６
件
が
臨
床
現
場
で
実
用
化
し
て
い

る
。
近
年
で
は
、
外
科
手
術
用
骨
ク
ラ

ン
プ
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
新
規
参

入
企
業
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

農
業
者
の
新
た
な　

チ
ャ
レ
ン
ジ
拡
大

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
支
援
事
業

２
４
３
０
万
円

問
交
付
数
お
よ
び
決
算
額
の
増
額

の
要
因
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
は
外
食
産
業
の
低

迷
に
よ
り
、
農
業
者
の
方
の
投

資
控
え
が
あ
っ
た
。
令
和
５
年
度
に
は

外
食
産
業
の
業
務
需
要
が
回
復
し
、
米

価
が
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
が
、
農
業
者

の
設
備
投
資
を
後
押
し
す
る
形
と
な

り
、
交
付
件
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

地
元
就
職
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
か

つ
ば
め
Ｊ
Ｏ
Ｂ
サ
ポ
ー
ト
事
業

５
０
１
万
円

問
高
校
生
へ
の
地
元
就
職
支
援
の

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
参
加
者
の
高
校
生
か
ら
は
、「
見

学
し
た
ど
の
会
社
も
よ
い
会
社

ば
か
り
で
就
職
し
た
い
と
思
っ
た
」
と

い
う
声
や
、「
将
来
は
工
業
系
の
仕
事

に
就
い
て
み
た
い
」
と
い
う
声
な
ど
、

地
元
の
企
業
を
知
る
機
会
、
ま
た
、
就

職
先
と
し
て
、
地
元
企
業
を
選
択
す
る

た
め
の
重
要
な
機
会
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

燕市医療機器
研究会の紹介




